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•２０２２年２月２４日午前3時40分
最初の戦車が国境超える

•午前4時ちょっと前に
少なくても６４本のミサイルで４２の都市を攻撃

•それ以来、定期的なミサイルによる攻撃
•ロシア軍がキエフ周辺まで侵入、その後は一部撤退
•国連が認めている民間人の犠牲者：

死者：7０００人以上
重傷者；11320人以上







•破壊された建物：１４４０００棟以上

•ミサイルによる大型発電所攻撃：12回以上

停電、暖房×、断水（下水含めて）

•ウクライナ国内には銃後がほぼないと言える

•国内避難民：480万人以上（2022年12月13日、

ウクライナ政府）

•国外避難民：800万人以上（2023年1月5日、国連）



•毎月１３０００の中小企業が閉鎖

•移転した企業：770件以上（2022年12月16日）

•食料品値上げ：平均して倍以上（卵３５０％、財務省）

•賃貸住宅



•国による避難移動、シェルター、金銭支援

•各国による支援物資を1400万人以上に

•攻撃シェルター

•夜間外出禁止令

•軍事動員



•報告対象：ロシアによる占領されたことないウクライナ

の市村にいる一般市民生活

•調査方法：日常コミュニケーション、

自由記述アンケート、SNS情報、マスコミ

•テレグラムチャンネル https://t.me/MihaAnarchyst

６５６４０登録者 Миха Анархист Чаплыга

•そのチャット https://t.me/ReconquistaUA

4960 参加者 Миха Анархист Chat

https://t.me/ReconquistaUA


•自由記述アンケートの質問
1）戦争時の人間関係（悲しいと喜ばしいこと）
２）日常生活においての困難点とその乗り越え方
３）国家による支援（プラス点、マイナス点）
4）あなた自身は周りの人に手伝ったり手助けしたり
するかどうか？
（手伝うなら、どういうふうに。手伝わないなら、なぜ）

•得た回答は147件、内4件は対象外＝143件
•除外した理由：1件は軍人、1件は国外避難者、

2件はロシア連邦が占領している領域



•人間関係（悲しいこと） ｛とても少ない割合｝
言語 人々の絶望 前線に近い・遠いまち 格差

疑わしい者 人の本音が見えてきた うらやましさ

西ウクライナで東ウクライナはすぐ負ければいい

国家報道機関に信じられない（統一ニュース）

裏切り者 地方政治との対立 黙り避難 アグレッション



•人間関係（うれしいこと）｛回答の大半｝ 時間に伴う変化

知らない人々でさえとの絆 ボランティア 家族絆

動物の助け コミュニティの防衛 隣人の団結意識

助け合い 職場で子供への配慮 学校の先生方

みんな働き者 医療関係者 公共機関関係者

非常事態組織の業務員 自己犠牲 社会位置壁の崩れ



•人間関係（うれしいこと）
「1メーターの基準がある。人間の基準があれば、
ウクライナ人だ」 自己組織化 住まいの無料提供

ウクライナ軍への支援、尊敬、愛情 周りへの配慮
(喧嘩が少ない)

政治的民族作りに努める戦争

地下鉄での演劇、コンサート（Ｕ２）、Pink Floyd +

志願兵を登録する列に友達の番も取っておく



•日常生活においての困難点とその乗り越えかた

食料品の種類が少ない 洗剤等が少ない

停電（ディーゼル発電機、太陽パワーバンク）

断水（水をためる） 堅固の点

ATMなどで引き出しできない→お店やガススタンド

オンライン教育 給料未払い・リストラ（少ない）



•日常生活においての困難点とその乗り越え方

電話できない 暖房（暖かい服） 動物の餌（ボランティア）

下水の断水（袋、その後に森で埋める） お家での教育

遠隔業務 空襲警報の時に交通機関が止まる

（自動車乗り合い、コンクリートのバス停）

田舎への移住（木の薪、トイレ） 薬不足（最初・前線に近い）



•日常生活においての困難点とその乗り越え方

（特に初期）情報不足 前線に近い町はならばない

読書（時々現実避難） 男性はアルコール過剰利用

日常生活・仕事に集中 不安感ーペット

田舎への避難ー共同生活（台所登板など）



•国家による支援（プラス点、マイナス点）

「何もしてくれない」は大半 「邪魔者」一部の回答

税金・関税の不適切性 国境を超えるルール 汚職

（国防省、マンションの管理委員会）

政府・自治体の区別がない 資料を集めるのは困難

病院で無料医療品不足



•国家による支援（プラス点、マイナス点）

飲み水届 堅固の点 非常事態対応組織員

銅像を砂の入った袋で守る 給料・年金が定期的

国内避難民支援 児童手当 大統領の国際活動

家族収入によって６０００フリヴニャ提供 薬局の営業

命に必用な来るすりがある



•周りの人々への手助け

軍への支援（金銭、服、食べ物、マスキングネット、

マスキングネット、ロウソク、洗濯、シャワー、お話、車の修理）

周りの人々との会話、 チャリティー、 動物の餌

お年寄りの世話 献血 病院でのボランティ

支援物資の届 手作り編み物 食料品分け合い



•周りの人々への手助け

ベビーシッティング 無料で住まい提供 周辺防衛

無料食事提供 老人ホーム・孤児院 貧しい人の支援

使わない服・物の提供 子供芸術教育（子供の支援多数）

美容室に行かない→軍への金銭支援（我々の男の子に）

射撃の中に野良動物への餌 （動物への支援が多い）



•周りの人々への手助け

塹壕ロウソク、軍用水フィルター開発 （子供と）

射撃の後に崩れ片付け、人の救出 情報共有

学生・子供へ応用心理学のカウンセリング

できるだけ節約して、そのお金を軍人支援や周りの

人々への支援へ



•こんなに遠い日本で我々の生活に興味を持つ人が

本当にいるの？

•私たちは絶対に降伏しないからね

•私たちはここでしっかりと生きていくと知ってほしいね

ご清聴ありがとうございました


